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１　はじめに
近年、 不良 ・ 不具合が発生した製品や、 それに関

与したと考えられる異物等の試料において、 微小化や

状態 ・ 状況の複雑化の傾向を有する ｢ 難サンプリング

材 ｣ が増えている。 「難サンプリング材」 は、 そのまま

では試験機や分析機器に設置できず、 評価 ・ 解析も

できない。

そこで、 持ち込まれる 「難サンプリング材」 を安全・

効率的にサンプリングするためのメソッドを開発すること

とした。 これにより、企業の要望に答えつつ、研究員の

材料の評価 ・ 解析業務のスキルアップが期待できる。

２　方法
開発するメソッドは多種多様な 「難サンプリング材」に

対応し、 材料科研究員が共有して使用することが想定

される。 そこで、 図１のフローに従い、 ①記入様式を作

成 （xls 形式）、 ②収集した事例をデータシートに入力、

③図、写真を加えて説明シート （xls 形式） に入力、④

OJT 用説明資料として共有 （必要に応じ印刷） した。

３　結果
電子顕微鏡やFT-IRなどの各種機器分析や金属材

料試験に有用なメソッドの提案、試作の事例を 30 項目

以上収集した。
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その後、 図、 写真を加えて作成した説明シートの例

を図２、 ３に示す。
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図１　�難サンプリング材向けサンプリングメソッドの
作成フロー

図２　作成・整理したExcelファイルの各Sheet
（Sheet２以降）のイメージ①
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MMSS--EExxcceellででﾃﾃﾞ゙ｰーﾀﾀｼｼｰーﾄﾄ((記記入入様様式式))をを作作成成    

担担当当がが収収集集ししたた事事例例ををﾃﾃﾞ゙ｰーﾀﾀｼｼｰーﾄﾄ((一一覧覧))にに随随時時記記入入    

一一覧覧ととﾘﾘﾝﾝｸｸししてていいるる各各説説明明ｼｼｰーﾄﾄにに図図･･写写真真をを加加ええるる    

OOJJTT用用説説明明資資料料ととししてて共共有有((必必要要にに応応じじ印印刷刷))    

図１ 難サンプリング材向けサンプリングメソッドの作成フロー 
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図２ 作成・整理した Excelファイルの各 Sheet（Sheet２以降）のイメージ① 
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中には、 １つのメソッドが複数の案件で有用・ 有効と

なるケースもあることから、実際にはさらに多くの業務に

役立つと考えている。

収集したメソッドをより有効に活用するために作成し

た説明資料の例を図４に示す。

図４は、鉄鋼材などの磁性材料を 「セミインレンズ型

FE-SEM」 で分析するために作製したジグの事例であ

る。 この FE-SEM の場合、 電磁レンズが作る磁場が観

察試料に極めて近い位置に生じる。 そのため、鉄鋼材

などの磁性材料は固定が不十分な場合、対物レンズに

張り付くリスクがある。 両面テープによる固定では、 量

が多いと真空度に影響を及ぼす。 また、不定形状のサ

ンプルではホルダへの固定自体が困難であった。 そこ

で、 専用の保持ジグを作製し、 側面からネジ止めする

メソッドにより強固な固定が可能となった。

４　まとめ
既に一部のメソッドは実際の依頼試験 ・ 分析、 相談

業務に活用している。 中にはこれまで実施自体が不可

能 ・ 困難だった事案に対しても対応できるようになった

他、 所要時間の大幅な短縮ができた。 このことにより、

これまで以上に多くの企業からの多種多様な依頼分

析 ・ 技術相談への対応も可能となる。

次年度は、 それぞれの発案 ・ 試作品を、 スタッフ内

で相互に試行し、 使い勝手の検証やブラッシュアップ、

そしてメソッドとしてのレシピ化を図る。

図４　開発したサンプリングメソッドの例
（図２の詳細）

図３　作成・整理したExcelファイルの各Sheet
（Sheet２以降）のイメージ②
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図４ 開発したサンプリングメソッドの例（図２の詳細） 
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図３ 作成・整理した Excelファイルの各 Sheet（Sheet２以降）のイメージ② 




